




 

 進行性筋ジストロフィー症の成因と治療に関する臨床的研究班(山田班)の昭

和 52 年度研究業績が各研究部会長によってまとめられ、班長報告として総括さ

れるに至った。 

 部会長報告を通読して、本年度においても多数のユニークな成果を見出すこ

とができる。以下それらのいくつかにふれながら評価を加える。 

 まず、機能障害研究グループは、脊柱変形、関節拘縮、歩行、咬合、発語障

害の発現の機序、様式、時期などを検討している。咬合や発語の異常などは患

者のベッドサイドにあって常に注意深く観察していなければ見落されがちであ

る。これらの分析結果は Duchenne 型患者における顔筋の萎縮脱力の発現、進行

の状況を解明し、それに対処する上に不可欠の資料を提供した。 


